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論 文 内 容 の 要 旨 
【背景】 
 骨粗鬆症と歯周炎の関連についての先行研究は、多くが横断研究であり、一貫した結論に至っていない。 
【目的】 
 日本人の健診受診者を対象に、骨密度減少がその後の歯周炎のリスク因子となるかについて、後向きコホ
ート研究デザインにより約10年の縦断観察を行い、時間性を明確にした検討を行った。 
【方法】 
対象者：1994～96年に福岡県Ｋ町（旧Ｓ村）が実施した骨粗鬆症健診および歯科健診の両健診を受診した
女性131人である。このうち、2003～05年に同町が実施した歯科健診で、約10年後の歯周状態を評価し
得た者は77人であった。さらに、ベースライン時に中等度・重度歯周炎を有していた８人を除外し、
残り69人を解析対象とした。 
情報収集：ベースラインデータとして、初回健診受診時に収集した情報（健診記録から、骨密度、身長・
体重、基礎疾患、既往歴、家族歴など、また自記式質問表から、喫煙・飲酒習慣、運動習慣、生殖関
連因子（閉経）など）を使用した。 
結果指標：９-10年後の歯周状態（CPITN：Community Periodontal Index of Treatment Need）した。 
解析：目的変数を、約10年後の「中等度・重度の歯周炎」とし、Logistic regression modelにより、ベー
スライン時における骨密度とその他関連要因のオッズ比（OR）ならびに95％信頼区間を計算した。 
【結果】 
単変量解析：中等度・重度歯周炎に対する骨密度低値（＜0.583g/cm2）のORは低下した（OR＝0.70）。しか
し、年齢調整後のORは上昇したが有意には至らなかった（OR＝2.37）。 
多変量解析：多要因の影響を考慮した結果、女性全員を対象とした解析においては、骨密度低値によるリ
スク上昇は有意ではなかった（調整OR＝2.36, p＝0.319）。しかし、閉経後女性に限定した結果、リス
ク上昇は境界域の有意差を認め（調整OR＝6.19, p＝0.073）、量－反応関係も示唆された（trend p＝
0.081）。 
 以上、日本人の閉経後女性において、骨密度低値を示す者では、約10年後の中等度・重度歯周炎のリスク
が６倍上昇する、という結果を得た。 
【結論】 
 日本人の健診受診者を対象に、骨密度と歯周状態との関連を縦断研究の手法により検討した結果、閉経後
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女性において、骨密度の低値群では、高値群に比べて約10年後の中等度・重度の歯周炎のリスクが約６倍上
昇していた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 骨粗鬆症と歯周炎の関連についての先行研究は、多くが横断研究であり、一貫した結論に至っていない。 
 日本人の健診受診者を対象に、骨密度減少がその後の歯周炎のリスク因子となるかについて、後向きコホー
ト研究デザインにより約10年の縦断観察を行い、時間性を明確にした検討を行った。 
 対象者は、1994～96年に福岡県Ｋ町（旧Ｓ村）が実施した骨粗鬆症健診および歯科健診の両健診を受診した
女性131人である。このうち、2003～05年に同町が実施した歯科健診で、約10年後の歯周状態を評価し得た者は
77人であった。さらに、ベースライン時に中等度・重度歯周炎を有していた８人を除外し、残り69人を解析対
象とした。ベースラインデータとしては、初回健診受診時に収集した情報を使用した。目的変数を、約10年後
の「中等度・重度の歯周炎」とし、Logistic regression modelにより、ベースライン時における骨密度のオッ
ズ比（OR）ならびに95％信頼区間を計算した。 
 １）単変量解析では、中等度・重度歯周炎に対する骨密度低値（＜0.583g/cm2）のORは低下した（OR＝0.70）。
このようなORは、「高齢者の方がむしろ骨密度が高い」という本研究集団の特殊性に起因するものと考えられた。
２）多変量解析により多要因の影響を考慮した結果、女性全員を対象とした解析においては、骨密度低値によ
るリスク上昇は有意ではなかった（調整OR＝2.36, p＝0.319）。しかし、閉経後女性に限定した結果、リスク上
昇は境界域の有意差を認め（調整OR＝6.19, p＝0.073）、量－反応関係も示唆された（trend p＝0.081）。以上、
日本人の閉経後女性において、骨密度低値を示す者では、約10年後の中等度・重度歯周炎のリスクが６倍上昇
する、という結果を得た。 
 本研究の最大の限界点は、追跡率が低いことであり、選択バイアスによる偏りが懸念される。しかし、この
偏りについては、追跡完了者と未完了者の特性比較を行い、バイアスの方向性と結果の解釈について十分な考
察を加えている。著者らも指摘しているように、中年期以降における歯周炎の有病率は極めて高く、このよう
な疾病特性ゆえに、縦断研究の実施は一般的に実施困難である。本研究は縦断的検討を行ったことから、意義
深いものと考えられる。 
